
         小児医療施設ボランティアコーディネーター研修会 大阪府立母子総合医療センターへ      
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『
視
野
を
広
げ
よ
う 

』 

坂
上
和
子 

ボ
ラ
コ
新
聞
第
２
号
で
は
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

の
視
察
交
流
と
“
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
究
集
会
”
の
参
加
、
ふ
た
つ
の
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
す
。
本
会
は
２
０
１
８
年
１
月
に
発
足
し
た
ば
か

り
。
他
の
病
院
を
知
っ
て
、
視
野
を
広
げ
、
よ
い
も
の

は
取
り
入
れ
て
療
養
環
境
を
よ
く
し
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
で
動
き
始
め
ま
し
た
。
す
で
に
い
ろ
ん
な
成

果
が
み
ら
れ
ま
す
。
宮
城
こ
ど
も
病
院
の
視
察
の
際
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況
を
パ
ソ
コ
ン
で
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
を
知
っ
た
大
阪
で
は
さ
っ
そ
く
そ
れ
を
取

り
入
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
神
奈
川
も
動
き
出
し

ま
し
た
。
大
阪
で
ソ
ー
イ
ン
グ
の
活
発
な
現
状
を
み
て

埼
玉
で
は
、
な
ん
と
３
台
の
ミ
シ
ン
が
購
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
！！
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究
集
会
の
こ

と
も
少
し
ふ
れ
ま
し
た
。
病
院
の
分
科
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
大
人
と
こ
ど
も
で
は
違
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
病
院
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
共
通
基
盤

は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
東
京
が
開
催

地
で
す
。
詳
細
は
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

      

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪のボランティアのみなさんと（2019年 1月 17日） 

 

プログラム  

開催日：2019年 1月 17日（木曜） 

会場：大阪母子医療センター 

10 時 00 分 臨床研究支援室室長 植田紀美子先生挨

拶 

10時 10分 センター紹介 DVD 

10 時 30 分 活動見学 （アトリウム→ロビ→ソーイ

ング→きょうだいお預かり） 

11時 45分 母子医療センターの活動紹介  

12時 15分 昼食 

13時 00分 ボランティアと意見交換、交流 

14時 00分 解散 
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本
会
は
お
互
い
の
病
院
を
訪
問
し
あ

い
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る

か
、
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
病
院

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
切

さ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
社
会
の
理
解
と
支
援
を
広
げ

る
こ
と
を
目
差
し
ま
す
。 

さっそく動きだしました  (^_-)-☆ 

加藤悦與  
神奈川県立こども医療センター（ボラコ） 
 
昨年1月宮城こども病院のボランティアを見
学した時、活動状況を把握するシステムを利
用していることを知りました。その際に同行
した大阪では、その後すぐそのシステムを導
入しデータ取得ていました。「正確で簡易に
なる等利点が多く、頑張って導入に取り組ん
だ結果です。」と。とても参考になり、刺激
を受けました。早速、SE 経験のボランティア
の方に相談して着手し、システムを完成させ
ました。この 4 月から運用しています。 
これまでは、活動時ノートに記載し、手計算
でデータを出してきました。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを利用
してパソコンで管理されている為、いつ誰が
どの部署でどれくらいの時間を活動してい
るかをデータ化できます。また、災害発生時
等に病院内に誰が残っているかを知る手段
にもなります。月あるいは年単位で数値化で
き統計処理が容易になります。 
ボランティアの働きが見える化することは
重要と考えています。 
 

         冨澤真麻   
埼玉県立小児医療センター（ボラコ） 

 
当センターの裁縫ボランティアを立ち上

げて１年半。これまでずっとボランティアの
方々には自宅での作業をお願いしてきまし
た。院内にミシンがないためです。 〝ミシ
ン購入〟はいつも後回しになる課題でした。
でも今回大阪の様子を拝見し、「ボラさんの
ため患者さんのために院内作業が必要」と実
感しました。思い切って担当者に打診したと
ころ前向きな返答があり、3 台のミシンを買
ってもらいました。さらに、在宅支援の部署
から「ママたちのためにカニューレホルダー
などの手作り講習会をボランティアさんに
開いてもらいたい」との新たな依頼もあり、
活動が各セクションに認知され求められて
いることを感じました。長い年月をかけて確
立された大阪母子の活動は我々にとっては
ずっとずっと先の大きな目標ですが、そこに
向けての大事な一歩を踏み出すきっかけを
今回の視察でいただきました。大変感謝して
おります。ありがとうございました。 

金岡 好 

あいち小児保健医療総合センター（保育士・ボラコ兼務）  

 
コーディネーターの会に入り、自身の保育士の仕事との
兼務の中でも何とか改善できればと、前回神奈川子ども
から職場に帰ってきてあれやこれやスタッフへ提案して
考えながら行き詰っていた矢先の視察でした。あいち小
児センターでは NICU・PICU が設立してまだ数年です
が、きょうだい託児の依頼は多くなっており、今は昨年
８月より担当保育士（HPS）が託児をしています。心の
ケアも兼ねて遊びのプログラムを立てるなど専門性も高
いのですが、1 人で担っているためニーズに応えきれて
いないのが現状です。そのため、今回はきょうだい託児
の運営方法などを主に学ばせていただこうと望みまし
た。きょうだい託児専用の環境やバラエティに富んだ玩
具の充実、そして一定のボランティアの確保など、すぐ
には真似できないこともありましたが、運営の仕方など
細かいシステムを教えていただいたため、来年度から少
しずつでも始動出来るようスタッフと話し合いをしてい
こうと思っています。また、ボランティア室を覗かせて
いただき、ボランティアさん同士の“見える化”をして
いることも参考にしたいと思っています。 
 

 

お互いに活発な質問が飛び交う。
「うちの病院では兄弟の託児のニ
ーズが高いのに、部屋がなくて困
っています」「ひとりのコーディネ
ーターで 160 人をどのように調整
されていますか？」などなど。 

ロビーのプレイコーナ。
遊んでいるうち呼ばれま
す。乳児向けと幼児向け
に分かれていて安全に配
慮。ボランティアはおも
ちゃ運搬と見守り担当。 

きょうだい預かりの部
屋。おもちゃがたくさん。
予約制。この日は 2 人の
子どもに二人のボランテ
ィアがついていた。 

ソーイングボランティ
ア。ＩＶＨを入れる袋や
カバーほか亡くなったお
子さんの“エンジェルち
ゃんお洋服”も手掛ける。 

ボランティアハウスに掲
示されたボランティアの
写真。活動の様子が見え
る。ボランティアもチー
ム医療の一員です。 



 
全国ボランティアコーディネーター研究集会に行ってきました  

 
研修会に参加して 野中淳子 神奈川県立保健福祉大学教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

敷
地
内
に
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
の
１
階
多

目
的
室
で
は
、
き
ょ
う
だ
い
預
か
り
を
行
っ
て

い
た
。
こ
の
日
は
２
人
の
子
ど
も
に
２
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
い
て
い
た
が
普
段
は
５
、
６

名
に
３
名
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
く
そ
う

だ
。
き
ょ
う
だ
い
預
か
り
の
た
め
に
十
分
に
遊

べ
る
広
さ
が
優
先
的
に
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
セ
ン
タ
ー
組
織
と
し
て
、
き
ょ
う
だ
い
支
援

の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
素
晴
ら
し

い
と
思
っ
た
。
さ
ら
に
、
別
棟
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
た
め
の
部
屋
が
あ
っ
た
。
入
口
の
上
方

に
現
在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
達

の
顔
写
真
が
掲
示
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
職

員
の
顔
写
真
は
見
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

写
真
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
人
ひ
と
り
の
役
割
や
活
動
を
大
事
に
し

て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
自
覚
や
責
任
と
い
う

意
識
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。
全
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
手
作
り

の
ビ
ー
ズ
ネ
ッ
ク
レ
ス
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ー

ム
を
付
け
て
い
た
。
こ
れ
も
連
携
や
協
働
と
い

っ
た
意
識
に
も
関
与
し
て
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
某
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
を
管
理
し
て
い
た
。
い
つ
だ
れ
が
ど
の

部
署
で
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
を
活
動
し
た
か
を

デ
ー
タ
化
で
き
る
便
利
な
も
の
で
あ
る
。
月
あ

る
い
は
年
単
位
で
数
値
化
で
き
統
計
処
理
が
容

易
に
で
き
、
大
変
便
利
で
あ
り
参
考
に
な
っ
た
。

隣
の
部
屋
で
は
未
熟
児
用
の
エ
ン
ゼ
ル
セ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
る
作
業
中
で
あ
っ
た
。
小
さ
く

生
ま
れ“

命”

を
ま
っ
と
う
で
き
な
か
っ
た
子
ど

も
用
で
あ
る
。
色
々
な
場
面
で“
愛”

を
感
じ
る

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。
開
設
か
ら

３
７
年
の
歴
史
が
あ
っ
て
、
今
日
が
あ
る
の
だ

と
感
じ
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
に
海
外
の
施
設
を

色
々
と
見
学
す
る
機
会
は
あ
っ
た
が
、
日
本
と

い
う
同
じ
文
化
や
環
境
が
共
通
な
中
で
も
、
学

び
合
う
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
思
い
、

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。 

 
一昨年のカナダ訪問から始まり、昨年の宮城こども
病院の見学、そして、神奈川県立こども医療センタ
ーでの全国集会と、他施設の現状を知る機会をお作
りいただけたことは、コーディネーター経験の浅い
私にとってはとても有意義な機会となりました。新
たな情報を得ること、そして、情報交換すること、
そして、自分たちの活動の再認識など、当会がなけ
ればできないことばかりです。 
このたびは、小児医療施設ボランティアコーディネ
ーターの会の皆さまに、大阪母子医療センターのボ
ランティア活動を実際に見ていただく機会をお作り
頂きました。当センターのボランティアさんの登録
数は 160 人、月平均のべ 316 人、一人当たり月平均
5.7 時間の活動をしております。ボランティアさん
のなかには 20年の経験を重ねた方もおられます。 
今回は、病棟内の活動はご覧いただけませんでした
が、外来待ち合いや、きょうだい預かりの部屋での
託児を実際の現場で見ていただくことができまし
た。細かで熱心な質問を受けたことははじめてとの
ことで、ボランティアさんも随分緊張したようです
が、コーディネーターの会の皆さまの熱心さに頭が
下がる想いだったと申しておりました。また、見学
時に対応したボランティアさんや、意見交換会に参
加したボランティアさんからは、小児医療施設ボラ
ンティアコーディネーター会方々の見学は、自分た
ちの活動に誇りを持てる機会にもなったと話してお
ります。今年はボランティア活動 25周年を迎える年
でもあり、活動の再認識といういい機会にもなりま
した。 
 今後も、小児医療施設ボランティアコーディネー
ターの会での取り組みに参加させて頂き、子ども達
の療養環境を整えるための学びの場にさせていただ
きたいと思います。 
 

 
 
 
 

ご存知ですか？“全国ボランティアコーディネーター
研究集会”。この会は、1994 年に始まり、今年で 25 回
目の開催です。ボランティアコーディネーションに携
わる人々が、全国からその活動分野を問わずに集い、
活動分野や立場を超えて活発な議論や対話を行ってい
ます。コーディネーターの知識や技術を磨くことので
きる集会です。今回は事務局から坂上和子・加藤悦與
が参加しました。 
 
 
  
  
  
  
  
  
  

 
お知らせ 

“全国ボランティアコーディネーター研究集会” 
期日 2020 年 2 月 22 日（土）～23 日（日） 
会場 国立オリンピック記念青少年総合センター 
 
２日間にわたって開催されます。分科会に小児医療
施設を設けます。子どもの療養環境の調整にあたっ
ている方、ぜひご参加下さい。地方からみえる方は
交通費と宿泊費の助成をいたします。事務局にご相
談下さい。会の詳細は JVCC 全国ボランティアコー
ディネーター研究集会のホームページをご覧くだ
さい。 
※ この他 2019 年度の小児医療施設視察交流研修

会も企画中。詳細は後日お知らせします。 

プログラム 
日   程：2019年 3月 2日・3月 3日 
会   場：大谷大学 

１日目： 10：00～オープニング全体会  

午前中はボランティアコーディネーターの実情に

沿った問題提起が「オープニング全体会」で行わ

れた。 

13：00～分科会  

社会福祉・介護、教育、環境、国際交流・協力、

まちづくり、災害支援など様々な分野の分科会が

ある。「病院」の分科会講師はホスピタルアートデ

ィレクター森合音さん。夕方から懇親・交流会  

２日目：9：30スタート、分科会に参加。14：00 か

らクロージング全体会。ここで２日間の研究集会

で見えてきたボランティアコーディネーターの力

や課題などを全員で共有する 

 

 

      事務局 加藤悦與  

初めての参加でした。関西のノリなのか、
社会福祉という分野のノリなのか全体的に大
変活気がありました。人と人を繋ぐ力が大き
い為でしょうか？具体的な多岐にわたる問題
を真正面から取り組んでいる方々の力や、一
方で全体会でのわくわくする取り組みの発表
やグローバルな視点での今後の展望への視点
も良く伝わってきました。 
分科会は、「医療施設と地域をつなげるボラ

ンティアの可能性」～ホスピタルアートの最
前線から～に参加しました。講師の森さんは、
なぜ必要なのかを医療の視点も交えて、なぜ
必要かを強く話されておりました。翌日の分
科会でも同様で、ボランティアコーディネー
ターは、よく語り、しっかり発信していくこ
とがとても大切であることをあらためて学び
ました。私の場合、ボランティアさんの想い
や病院のニーズ等の調整を主なる役割にして
いる傾向が強あり、自分を客観視できるいい
機会になりました。 
 今回、2 日目の分科会では参加者がそれぞれ
自分の抱えている問題を持ち寄り事例検討を
行いました。経験豊かな参加者の意見交換が
活発になされて、心地よい空間でした。 
今後、JVCC の研究集会で、小児医療施設のコ
ーディネーターが集まり意見交換できること
を強く願った次第です。 
来年は東京開催です。皆さんと東京でお会い
できることを楽しみにしています。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
働
く
現
場
を
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
。
病
院
の
壁
は
、
柔
ら
か
い
色
の
タ
ッ
チ

で
様
々
な
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
癒
し
と
安
心
感

が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
外
来
ア
ト
リ
ウ
ム
活
動
を
見

せ
て
い
た
だ
い
た
。
広
い
空
間
の
真
ん
中
に
は
セ

ン
タ
ー
の
象
徴
か
の
よ
う
に
、
木
製
の
汽
車
が
あ

り
、
そ
の
周
り
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
囲
ん
で
い
た
。

そ
の
汽
車
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
興
味
・
関

心
を
そ
そ
ら
れ
る
も
の
で
、
登
り
た
い
・
乗
り
た

い
欲
求
に
か
ら
れ
る
大
き
さ
で
も
あ
る
。
『
登
ら

な
い
で
！
』
『
あ
ぶ
な
い
！
』
の
張
り
紙
が
い
く

つ
も
あ
っ
た
。
そ
こ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
名
が
配

置
さ
れ
、
遊
び
の
相
手
を
し
て
い
た
。
そ
の
中
で

数
名
の
子
ど
も
達
が
楽
し
そ
う
に
お
絵
か
き
を

し
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
で
の
外
来
で
の
待
ち
時
間

は
長
く
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
退
屈
で
あ
る
が
、

嫌
な
待
ち
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
た
。
外
来
の
奥
に
行
く
と
、
廊
下

の
一
角
に“

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ウ
ス” 

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ソ
ー
イ
ン
グ
相
談
や
お
話
も

で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ウ
ス
の
中

に
は
、
３
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
縫
物
を
行

っ
て
い
た
。
１
台
の
ミ
シ
ン
が
あ
り
カ
バ
ー
類
や

機
材
入
れ
な
ど
の
縫
製
や
手
芸
を
行
っ
て
い
た
。

本
来
、
ソ
ー
イ
ン
グ
を
行
う
な
ど
の
作
業
は
、
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
作
業
し
て
い
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
縫
物
や
手
芸
し
て
い
る

風
景
が
見
え
る
化
さ
れ
て
お
り
、
入
院
・
外
来
通

院
し
て
い
る
子
ど
も
や
家
族
が
、
ソ
ー
イ
ン
グ
の

様
子
を
直
接
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
家
族
が
治
療
中
の
子
ど
も
の
衣
服
や
固
定

用
具
や
カ
バ
ー
・
袋
を
作
っ
て
欲
し
い
注
文
を
無

料
で
受
注
し
て
い
た
。
入
院
中
の
子
ど
も
の
マ
マ

達
に
向
け
て
、
定
期
的
に
手
芸
教
室
も
開
催
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
入
院
・
治
療
し
て
い

る
子
ど
も
達
は
、
衣
類
や
Ｉ
Ｖ
Ｈ
を
入
れ
る
袋
や

カ
バ
ー
、
固
定
用
具
な
ど
の
様
々
必
要
な
も
の
が

あ
り
、
既
製
品
で
購
入
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、

ソ
ー
イ
ン
グ
の
役
割
は
重
要
で
、
見
え
る
化
は
と

て
も
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
っ
た
。 

 

ようそこ大阪母子医療センターへ  

河盛久美子ボランティアコーディネーター 

全
国
の
仲
間
。
乾
杯
し
て

名
刺
交
換
た
く
さ
ん
し
ま

し
た
。
朝
か
ら
２
日
間
ば

っ
ち
り
！
み
ん
な
い
ろ
ん

な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
が

ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ

と
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。 

 
小児医療施設ボランティアコーディネーターの会
ボラコのいる施設（2019 年 4 月現在） 
①宮城県立こども病院、②神奈川県立こども医療
センター、③あいち小児保健医療総合センター、
④大阪府立母子総合医療センター、⑤沖縄県立南
部医療センターこども医療センター⑥自治医科大
学 とちぎ子ども医療センター、⑦群馬県立小児医
療センター・⑧埼玉県立小児医療センター、⑨千
葉県こども病院⑩静岡県立こども病院、⑪四国こ
どもとおとなの医療センター、⑫福岡市立こども
病院、⑬神奈川県立総合療育相談センター、⑭国
立国際医療研究センター⑮認定 NPO 病気の子ど
も支援ネット遊びのボランティア⑯アニマシオン
トイ 
会員募集中 正会員 5000 円 賛助 3000 円 記録係は模造紙にカラーペンを駆使して問題

を視覚化、一目瞭然！ 

http://www.otani.ac.jp/

